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 雲南市ＮＥＷＳ 

わがまちの巧み 

Hello Everyone ～うん、なんでしょう～ 

こんにちは、保健師です。 

シリーズNPO　その②　～NPOって何～ 

スポーツレーダー 

ふるさとウォッチング 

市営住宅『三日市団地』入居者募集 

雲南市からのお知らせ 

雲南市の給与・定員管理等について 

まちのHOTな話題 
ほか 

雲南市掛合多根農村公園にて 
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生
命
と
神
話
が
息
づ
く
　
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

雲
南
市
誕
生
一
周
年 

雲
南
市
誕
生
一
周
年 

い
の
ち

式
典
で
は
、
１
年
の
歩
み
を
振

り
返
っ
た
ビ
デ
オ
上
映
に
続
き
、

速
水
市
長
が
「
合
併
か
ら
一
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

雲
南
市
で
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
大
切
に
継
承
・
発
展
さ
せ
、

先
人
が
残
し
た
誇
る
べ
き
歴
史
を

礎
に
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
尽
力

し
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
村
合
併
に
尽
力

さ
れ
た
み
な
さ
ん
や
合
併
後
の
市

政
へ
貢
献
さ
れ
た
方
な
ど
へ
、
表

彰
状
や
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 11

月
１
日
で
、
合
併
し
て
１
周
年
を
迎
え
る
雲
南
市
の
記
念
式
典
が
、
去
る

11
月
３
日
、
三
刀
屋
町
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
執
り
行
わ
れ
、
総
務
大
臣
代

理
や
地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
島
根
県
知
事
、
関
係
者
、
市
民
な
ど
約
500
人
が

出
席
し
、
誕
生
１
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

雲
南
市
は
、「
平
和
を
」
と
「
如

己
愛
人
」
の
精
神
に
よ
り
世
界
平

和
を
訴
え
続
け
ら
れ
た
永
井
隆
博

士
の
有
縁
の
地
で
す
。

そ
こ
で
、
合
併
１
周
年
に
併
せ
、

雲
南
市
は
「
平
和
を
」
の
都
市
宣

言
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
平
和
を
」の
都
市
宣
言

式典後、合併１周年を記念した太鼓フェスティバルも開催され

ました。

フェスティバルに参加したのは、雲南市太鼓連盟（掛合太鼓・

仁寿太鼓・斐伊川さくら太鼓・大東とんど太鼓・三刀屋太鼓）や

市内で活躍する吉田保育所太鼓、掛合太鼓Jr、掛合太鼓「和童」の

8団体。力強く、勇壮な太鼓の演奏は、訪れた観客を魅了しました。

また、太鼓演奏の合間には、雲南市盆踊り保存会による盆踊り

の披露もあり、浴衣姿で舞う、にぎやかな踊りの輪が、会場を一

層盛り上げていました。

速
水
　
雄
一
（
旧
加
茂
町
長
）

井
田
　
徳
義
（
旧
大
東
町
長
）

内
田
　
孝
志
（
旧
大
東
町
長
）

田
中
　
豊
繁
（
旧
木
次
町
長
）

山
根
昊
一
郎
（
旧
三
刀
屋
町
長
）

堀
江
　
　
眞
（
旧
吉
田
村
長
）

影
山
　
喜
文
（
旧
掛
合
町
長
）

宮
川
　
　
昇
（
旧
大
東
町
議
会
議
長
）

吾
郷
　
武
郎
（
旧
大
東
町
議
会
議
長
）

高
木
　
稔
成
（
旧
加
茂
町
議
会
議
長
）

永

眞
一
（
旧
加
茂
町
議
会
議
長
）

吾
郷
　
廣
幸
（
旧
木
次
町
議
会
議
長
）

早
川
　
正
三
（
旧
三
刀
屋
町
議
会
議
長
）

日
野
　
　
守
（
旧
三
刀
屋
町
議
会
議
長
）

岡
田
　
盛
行
（
旧
吉
田
村
議
会
議
長
）

石
飛
　
　
隆
（
旧
掛
合
町
議
会
議
長
）

速
水
　
雄
一
（
旧
加
茂
町
長
）

内
田
　
孝
志
（
旧
大
東
町
長
）

田
中
　
豊
繁
（
旧
木
次
町
長
）

山
根
昊
一
郎
（
旧
三
刀
屋
町
長
）

堀
江
　
　
眞
（
旧
吉
田
村
長
）

影
山
　
喜
文
（
旧
掛
合
町
長
）

（
旧
大
東
町
・
加
茂
町
・
木
次
町
・
三
刀
屋

町
・
吉
田
村
・
掛
合
町
合
併
協
議
会
委
員
）

●
大
東
町

岩
田
弘
志
、
曽
田
昌
吉
、
細
木
継
實
、

藤
澤
雄
三
、
妹
尾
満
郎
、
景
山
源
栄
、

榊
原
義
郎
、
新
田
　
修
、
矢
壁
敏
宏
、

福
間
義
昭
、
鳥
谷
喜
代
子
、
高
島
光
善

●
加
茂
町

深
田
　
夫
、
加
藤
　
昌
、
渡
部
彰
夫
、

飯
塚
和
睦
、
久
我
俊
子
、
土
江
暁
一
、

長
谷
年
喬
、
山
　
絹
子
、
畑
亮
一
郎

●
木
次
町

金
山
久
一
、
渡
部
敏
夫
、
田
中
　
仁
、

周
藤
　
強
、
廣
野
和
政
、
木
色
健
造
、

小
村
伸
治
、
田
部
英
雄
、
陶
山
直
利
、

坂
本
暢
子

●
三
刀
屋
町

宮
　
節
朗
、
谷
戸
　
夫
、
安
井
　
誉
、

杉
谷
幸
雄
、
古
田
　
明
、
小
林
　
博
、

小
林
重
利
、
古
林
　
修
、
須
山
久
美
子

●
吉
田
村

田
部
寛
茂
、
大
島
啓
義
、
岩
田
　
福
、

景
山
智
子
、
陶
山
征
郎
、
吉
原
一
文
、

堀
江
　
正
、
板
垣
文
雄
、

●
掛
合
町

朝
山
　
哲
、
白
築
　
剛
、
伊
原
重
雄
、

須
藤
定
一
、
谷
口
　
宏
、
白
築
澄
子
、

松
下
雅
子
、
陶
山
　
守

・
株
式
会
社
　
渡
辺
造
園

代
表
取
締
役
社
長
　
渡
辺
信
義

桜
の
苗
木
百
本
を
寄
贈

・
株
式
会
社
　
ネ
ス
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長
　
小
神
野
富
三

文
化
事
業
に
対
し
指
定
寄
付

・
有
限
会
社
　
植
田
建
設

代
表
取
締
役
社
長
　
植
田
耕
志

青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
対
し
指
定

寄
付

・
小
村
光
寛
（
簸
川
郡
斐
川
町
）

図
書
購
入
資
金
と
し
て
指
定
寄
付

雲
南
市
誕
生
一
周
年
記
念
式
典
表
彰
者
（
敬
称
略
）

総
務
大
臣
表
彰

島
根
県
知
事
感
謝
状

雲
南
市
長
表
彰

雲
南
市
長
感
謝
状



雲南市産業振興センターの役割（3つのスローガン） 

①雲南らしさのある持続可能な地域産業の創出に向けた技術開発・人材育成を支援します。 
②産業分野における多様な相互連携・企業連関が生まれるネットワークづくりを支援します。 
③「選択と集中」型の支援により、短期間で成果のある産業振興を進めます。 

民間スタッフの紹介（非常勤） 

◇産業創出プロデューサー 
　三木善弘 氏（64歳）　※現島根三洋工業株式会社代表取締役会長 
◇アドバイザー 
　笹尾　 武（61歳）　　※現島根県農業信用基金協会専務理事 
　宮原 末二（58歳）　　※現木次リテイル・サービス株式会社代表取締役 

市内企業のみなさまへ 

支援・連携関係図 

商業・観光 工　業 農 林 業  

商工団体 国・県の機関 

高等教育機関 

試験研究機関 

雲南市産業振興部 

連携 
連携 

雲南市産業振興センター 雲南市産業振興センター 

農林団体 

支
援 

※詳細は、雲南市ホームページ内産業振興センター（http://www.city.unnan.jp/unnan-ssc/）をご覧下さい。 

　雲南6町村が合併し、1年が経ちました。これまで各町村とも隣接していながら事業者同士の「人」や「情

報」、「技術」の交流といったものが無かったように思います。そこで「雲南市産業振興センター」では、積

極的な事業所訪問を行い、ニーズに対応した支援に務めるとともに、異業種交流、産学官連携等の「事業

者間ネットワーク」による地域産業の振興を目指したいと思います。日頃お困りのこと、新たな事業展開の

検討等ありましたら、お気軽にご相談ください。お待ちしております。 

雲南市産業振興センター 
〒６９９-１３３４ 雲南市木次町新市426番地7　雲南市役所分庁舎 産業振興部（産業推進課内） 
　0854－42－5656　　0854－40－1052　FAX0854－40－1059 
E-MAIL   unnan-ssc＠city.unnan.shimane.jp

●事業者間ネットワークの構築　　 
●情報発信…新産業創出、新商品開発の促進、企業誘致等 

【お問い合わせ】 

雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、「
自

立
型
地
域
経
済
圏
の
確
立
に
向
け
た
ふ

る
さ
と
産
業
の
創
出
」
の
実
現
を
め
ざ

し
、『
地
域
雇
用
の
拡
大
、
地
域
外
貨
の

獲
得
に
つ
な
が
る
企
業
活
動
・
企
業
連

関
の
支
援
』『
雲
南
ら
し
さ
の
あ
る
産
業

の
創
出
・
起
業
化
の
支
援
』
を
行
い
、

持
続
可
能
な
地
域
産
業
の
育
成
・
創
出

に
よ
る
定
住
化
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
民
間
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
登
用
す
る
こ
と
で
事

業
者
の
み
な
さ
ま
が
必
要
と
す
る
情
報
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
等
を
生
か
し
た
き
め

細
か
い
対
応
、
柔
軟
で
効
果
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

島
根
中
央
家
畜
市
場
（
松
江
市

宍
道
町
）
で
平
成
17
年
度
島
根
種

畜
共
進
会
（
10
月
16
日
）
と
島
根

中
央
子
牛
共
進
会
（
10
月
25
日
）

が
開
催
さ
れ
、
雲
南
市
の
出
品
牛

が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

両
大
会
へ
は
、
雲
南
市
か
ら
種

畜
共
進
会
へ
14
頭
、
子
牛
共
進
会

へ
15
頭
の
和
牛
が
出
品
さ
れ
、
厳

し
い
審
査
の
結
果
、
子
牛
の
部
で

野
々
村
澄
雄
さ
ん
（
大
東
町
）
所

有
の
「
は
ま
ゆ
り
号
」
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
田
部
武
弘

さ
ん
（
掛
合
町
）
所
有
の
「
は
る

い
と
か
つ
号
」
が
首
席
に
輝
く
な

ど
、
雲
南
市
和
牛
が
好
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
16
日
に
は
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
和
牛
審
査
競
技
会
で
、
雲

南
さ
く
ら
チ
ー
ム
（
木
次
町
）
が

優
勝
、
大
東
姫
ボ
タ
ル
チ
ー
ム

（
大
東
町
）
が
準
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

島
根
種
畜
共
進
会

島
根
種
畜
共
進
会
・
島
根
中
央
子
牛
共
進
会

島
根
中
央
子
牛
共
進
会 

島
根
種
畜
共
進
会

島
根
種
畜
共
進
会
・
島
根
中
央
子
牛
共
進
会

島
根
中
央
子
牛
共
進
会 

島
根
種
畜
共
進
会
・
島
根
中
央
子
牛
共
進
会 

中央子牛共進会　グランドチャンピオン「はまゆり号」
野々村　澄雄さん所有（大東町）

県
種
畜
共
進
会
　
首
席
　
「
は
る
い
と
か
つ
号
」

田
部
　
武
弘
さ
ん
所
有
（
掛
合
町
）

実
証
実
験
に
先
が
け
、
大

東
町
の
古
代
鉄
歌
謡
館
を
会

場
に
11
月
６
日
、「
ふ
る
さ

と
通
貨
で
島
根
を
元
気
に
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
”地
域

通
貨
フ
ォ
ー
ラ
ム
“
が
開
か

れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
東
京

大
学
の
須
藤
修
教
授
の
「
電

子
地
域
通
貨
と
地
域
発
展
」

と
題
し
た
講
演
の
ほ
か
、
須

藤
教
授
や
総
務
省
の
牧
慎
太
郎
情

報
政
策
企
画
官
、
地
域
通
貨
を
導

入
し
て
い
る
海
士
町
の
田
口
耕
さ

ん
、
速
水
市
長
な
ど
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
、
速
水
市

長
は
「
広
域
な
雲
南
市
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
電
子
行
政
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
ふ
る
さ
と
通
貨
が
、
市
内
の

生
産
・
消
費
の
拡
大
や
活
性
化
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

雲
南
市
和
牛

雲
南
市
和
牛
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

雲
南
市
和
牛
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

11
月
か
月
か
ら
雲
南
市
産
業
振
興

雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し

開
所
し
ま
し
た 

11
月
か
月
か
ら
雲
南
市
産
業
振
興

雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し

開
所
し
ま
し
た 

11
月
か
ら
雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
し
た 

45

地
域
通
貨

地
域
通
貨
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉｎ 

雲
南
雲
南 

地
域
通
貨

地
域
通
貨
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉｎ 

雲
南
雲
南 

地
域
通
貨
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉｎ 

雲
南 

雲
南
市

雲
南
市
の
新
た
な
取
り
組
み
「
ふ
る
さ
と
通
貨
通
貨
」 

雲
南
市
の
新
た
な
取
り
組
み
「
ふ
る
さ
と
通
貨
」 

雲
南
市
で
は
、
平
成
17
年
12
月

１
日
〜
平
成
18
年
１
月
31
日
の
期

間
中
、
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
き
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
「
雲
南
市
ふ
る
さ
と
通
貨
」
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
実
験
は
、
住
基
カ
ー
ド
を

作
っ
て
ふ
る
さ
と
通
貨
の
参
加
申

込
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の

み
な
さ
ん
が
、
住
基
カ
ー
ド
を
使

っ
て
ふ
る
さ
と
通
貨
（
ポ
イ
ン
ト
）

を
市
内
の
温
泉
施
設
で
使
用
し
た

り
、
雲
南
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
た
り

す
る
も
の
で
す
。



現
在
、
市
で
は
加
茂

総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
図
書
館
）
に
改
修
し
て

お
り
、
そ
の
整
備
検
討

委
員
会
が
、
11
月
８
日
、

加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
回
目
の
会
議
と
な

っ
た
こ
の
日
は
、
整
備

工
事
の
工
程
や
蔵
書
管

理
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
あ
り
ま
し
た
。

整
備
検
討
委
員
会
で

は
、
今
年
７
月
に
加
茂

町
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
集
計
結

果
を
ふ
ま
え
た
施
設
整

備
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
11
月
19
・
20
日
に

は
、
市
民
に
よ
る
選
書

を
行
い
、
積
極
的
に
市

民
の
意
向
を
取
り
入
れ

た
市
民
参
画
型
の
図
書

館
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

「
減
ら
そ
う
交
通
事
故
　
め
ざ

そ
う
安
全
う
ん
な
ん
！
」
を
合
言

葉
に
、
初
め
て
と
な
る
雲
南
地
区

交
通
安
全
大
会
が
10
月
27
日
、
チ

ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
に
先
が
け
、
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
島
根
県
警
察

音
楽
隊
や
雲
南
地
区
の
交
通
安
全

協
会
の
会
員
な
ど
お
よ
そ
500
人
が

市
役
所
か
ら
会
場
ま
で
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
県
警
察
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に

対
す
る
追
悼
の
黙
祷
が
あ
り
、
上

代
義
郎
大
会
長
、
速
水
市
長
な
ど

が
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
、
交
通

安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に

感
謝
状
や
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

○
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

深
田
定
子
（
木
次
町
）

優
秀
賞
　
山
　
明
男
（
大
東
町
）

佳
　
作
　
山
　
英
子
（
大
東
町
）

○
交
通
安
全
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
　
稲
田
由
佳（
加
茂
小
学
校
）

銀
賞
　
丹
後
雅
登（
波
多
小
学
校
）

銅
賞
　
陶
山
　
葵
（
三
刀
屋
町
梅
花
教
室
）

雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会
設
立

記
念
　
雲
南
地
区
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

第
１
回 

雲
南
地
区
交
通
安
全
大
会

雲
南
地
区
交
通
安
全
大
会 
第
１
回 

雲
南
地
区
交
通
安
全
大
会

雲
南
地
区
交
通
安
全
大
会 
第
１
回 

雲
南
地
区
交
通
安
全
大
会 

交
通
事
故

交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
雲
南
地
域

雲
南
地
域
を
願
い 
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
雲
南
地
域
を
願
い 

日
本
刺
繍
は
、
そ
の
昔
、
貴
族
を

中
心
に
十
二
単

じ
ゅ
う
に
ひ
と
えや

繍
仏

し
ゅ
う
ぶ
つ（

仏
画
の
刺

繍
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
の
長
い
刺
繍
の
歴

史
の
中
で
、
独
自
の
技
法
、
刺
し
方

が
生
み
出
さ
れ
、
現
在
は
「
日
本
刺

繍
」
と
し
て
工
芸
家
に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

日
本
刺
繍
の
特
徴
は
、
木
綿
で
な

く
、
絹
糸
を
使
用
す
る
点
に
あ
り
ま

す
。絹

糸
は
、
木
綿
に
無
い
光
沢
や
強

度
が
あ
る
ほ
か
、
糸
の
太
さ
を
調
整

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
繊
細
で

緻
密
な
表
現
を
生
み
出
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
作
品
創
作
に
は
、
時

間
を
要
し
、
完
成
ま
で
に
数
年
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

京
都
で
生
ま
れ
た
千
鶴
さ
ん
は
、

幼
い
頃
か
ら
日
本
刺
繍
の
「
繊
細
で

高
度
な
工
芸
技
術
」
や
「
奥
深
く
、

心
の
和
む
作
品
」
な
ど
絹
文
化
に
肌

で
触
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、

日
本
刺
繍
を
創
作
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

日
本
刺
繍
協
会
師
範
で
も
あ
る
千

鶴
さ
ん
は
、
現
在
、
お
父
さ
ん
の
義

弘
さ
ん
と
と
も
に
、
日
本
刺
繍
の
作

品
創
作
や
山
陰
両
県
で
刺
繍
教
室
を

開
催
し
、
伝
統
工
芸
の
普
及
と
継
承

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
工
芸
作
品
に
は
、
作
者
の
心
や

人
格
が
表
れ
る
た
め
、
自
然
豊
か

な
場
所
で
の
創
作
活
動
は
、
作
品

の
仕
上
が
り
も
良
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

世
界
に
誇
れ
る
絹
文
化
の
心
と
技

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
絹
糸
が
織
り
成
す
作
品
を
ぜ

ひ
み
な
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き

た
い
。

そ
し
て
、
日
本
刺
繍
が
定
着
し
、

後
世
に
残
る
作
品
を
作
り
続
け
た

い
」
と
創
作
活
動
へ
の
意
欲
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
刺
繍
と
は

日
本
刺
繍
と
の
出
会
い

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
工
芸
や

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。 わ
が
ま
ち
の巧た

く

み

「
日
本
刺
繍
　
千
繍
工
房
」

今
月
は
、
木
次
町
宇
谷
に
あ
る
自
宅
を
兼
ね
た
工
房
で
、
古
来
か
ら
伝
わ

る
伝
統
技
術
「
日
本
刺
繍
」
の
創
作
活
動
を
す
る
木
村
千ち

鶴づ
る

さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

雲
南
市
の
印
象

日
本
刺
繍
教
室
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木
村
さ
ん
は
、
毎
月
第
２
・
４

土
曜
日
に
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

で
刺
繍
教
室
を
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。優

雅
で
繊
細
な
日
本
刺
繍
に
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

千
繍
工
房

０
８
５
４
―

４
２
―

１

９
５
０
ま
で

県警察音楽隊による演奏もありました

市
民
参
画
型

市
民
参
画
型
の
図
書
館

図
書
館
を
め
ざ
し
て 

市
民
参
画
型
の
図
書
館
を
め
ざ
し
て 

生
涯
学
習

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会

整
備
検
討
委
員
会 

生
涯
学
習

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会

整
備
検
討
委
員
会 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会 



ジャネル・ヒメネズ 

私は日本に来るのは6回目ですが、日本の

「田舎」と呼ばれるところに来るのは初めて

です。以前、東京と埼玉県に住んでいまし

た。私の出身地はアメリカのインディアナ州ですが、他の都市

も住んでいました。シカゴやロスアンゼルス、オーストラリア

のシドニーにも住んでいました。だから、私は「CITY GIRL」

【都会の女の子】になるのかな!? ですので、私が住んだことの

ある場所と比べて、雲南市は田舎だと思います。最初、私は

「CITY GIRL」なので雲南市に行くと聞いたときは、とても心配

しました。でもそんな心配は無用でした。

雲南市は景色のいい場所が多いし、空もきれいだと思います。

おしゃれな店はありませ

んが、すばらしい文化の

宝があります。隠れたお寺とかきれいな滝とか。今は、日本の本当の生活を習っ

ています。日本は6回目なのに、雲南市に引っ越す前には、コタツを使ったこと

がありませんでした。雲南市に住むまで、山に登ったこともありませんでした。

アメリカでは芋掘りをしません。それも雲南市で初めて体験しました。

毎年、たくさんの人が都会に旅行しますが、田舎生活を経験する人はすごく少

ないです。私にとって、世界の色々なところで様々な経験するのは大事なことで

す。もし私たちは他の国に住んでいる人のことを理解できたら、世界がもっと平

和になると思います。田舎に住むことで別の視点で世界が見えてくると思います。

雲南市に引っ越して、とてもよかったと思っています。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
よ
り
起

こ
り
ま
す
。
咳
や
く
し

ゃ
み
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス

が
空
気
中
に
広
が
り
感
染
し
ま
す
。
い

っ
た
ん
か
か
る
と
、
38
度
以
上
の
高
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状

が
あ
ら
わ
れ
、
引
き
続
き
の
ど
の
痛
み
、

咳
、
鼻
水
も
み
ら
れ
ま
す
。

普
通
の
風
邪
に
比
べ
、
全
身
症
状
が

強
く
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し

重
症
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
慢
性
疾

患
患
者
で
死
亡
率
が
高
く
な
る
と
い
う

点
で
も
普
通
の
風
邪
と
は
異
な
り
ま

す
。

①
経
路
を
遮
断
す
る

う
が
い
、
手
洗
い
、
部
屋
の
換
気
で

感
染
経
路
を
絶
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
抵
抗
力
を
つ
け
る

十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
り
、
規
則

正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
体
力
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ウ
イ
ル
ス
に
近
づ
か
な
い
、
近
づ
け

な
い
！

流
行
時
期
は
な
る
べ
く
人
ご
み
を
避

け
、
予
防
的
に
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
普
通
の

風
邪
と
は
違
い
、
重
く
な
り
や
す
い
の

で
、
合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注

意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら
、

早
め
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

①
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う

②
安
静
に
し
、
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と

り
ま
し
ょ
う

③
部
屋
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

④
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
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那弥くん（三刀屋町下熊谷） 

とも や 

平成16年12月21日生まれ 

いつもニコニコ笑顔でマ
イペースのともくん。み
んな大好きだよ♪ 

小
池
和
彦
さ
ん
・
美
奈
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

風花ちゃん（三刀屋町乙加宮） 

ふう か 

平成16年12月25日生まれ 

いっぱい遊んで。たくさ
ん食べて。いつでも笑顔
の風花でいてね 

中
村
将
嗣
さ
ん
・
美
穂
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

奏汰くん（大東町田中） 

そう た 

平成16年12月31日生まれ 

1歳おめでとう 
奏ちゃんのニコニコ笑顔
がみんなの宝物だよ 

嘉
村
実
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

寛太くん（加茂町南加茂） 

かん た 

平成16年12月18日生まれ 

かんた君、お誕生日おめ
でとう  やさしくたくまし
く育ってね！ 

佐
藤
満
治
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

和希くん（三刀屋町給下） 

かず き 

平成16年12月4日生まれ 

誕生日おめでとう 
和希の笑顔で家中ぽっ
かぽっかだよ★ 

高
橋
祐
二
さ
ん
・
知
恵
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

柊くん（木次町里方） 

しゅう 

平成16年12月27日生まれ 

柊が産まれてもう1年た
ったね。これからもすく
すく元気に育ってね 

中
林
英
昭
さ
ん
・
真
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

暖登くん（掛合町掛合） 

はる と 

平成16年12月7日生まれ 

暖くん1歳おめでとう★
元気でやさしい子に育っ
てね 

建
部
康
基
さ
ん
・
祐
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで12月7日（水）までに 
情報政策課へお願いします。 

【お問い合わせ先】情報政策課 　0854―40―1015　E-Mail:jyouhouseisaku@city.unnan.shimane.jp（平成17年1月生まれ）（平成17年1月生まれ）（平成17年1月生まれ）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

風
邪
は
こ
こ
が
違
う
！！

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
を
防
ぐ
に
は

今
年
の
冬
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

〜
正
し
い
知
識
で
予
防
と
対
応
を
〜

感染力  
 

 
症 状  
 
 

 
経 過  

人から人へ急速に広がる 

高熱（38～40度）、悪寒、
だるさなどの全身症状を
伴う 
続いて鼻水、のどなどの症
状もでる 

急激な高熱で発症する 
高齢者や乳幼児では重症
化することがある 

ゆっくりと広がることが多い 

鼻、のどなどの症状が現れ、
発熱（38度程度）を伴う 

 
 
 
 
ゆっくりと経過する 

インフルエンザ 風　　　邪 

み
ん
な
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う



11
月
３
日
、
誕

生
１
周
年
記
念
式

典
が
ア
ス
パ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
ご
来
賓
に

ご
臨
席
を
い
た
だ

き
、
激
励
、
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
し
か
と

受
け
止
め
、
今
後
の
市
政
運
営
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
決
意
し
た
次

第
で
す
。

記
念
式
典
の
数
日
前
、
吉
田
町
で
「
た

ま
ご
か
け
ご
は
ん
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
テ
レ
ビ
で
は

全
国
放
送
さ
れ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
た
て
て
騒
ぐ
ほ
ど
の
な
い
、
”日
本

中
で
も
っ
と
も
食
さ
れ
て
い
る
、
料
理
と

言
う
ほ
ど
も
な
い
食
べ
方
な
の
に
“
で
す
。

で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
注
目
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
戦
後
60
年
が
経
ち
、
景
気
は
悪
い
と
は

い
い
な
が
ら
も
ま
さ
し
く
飽
食
の
時
代
の

中
で
、
日
本
の
文
化
を
見
失
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
啓
示
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

見
失
わ
れ
が
ち
な
素
晴
ら
し
い
日
本
の

文
化
を
大
切
に
し
、
育
み
活
か
す
こ
と
こ

と
こ
そ
が
め
ざ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
地
方
が
果
た
す

べ
き
役
割
で
あ
り
、
雲
南
市
が
歩
む
べ
き

道
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

合
併
１
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
で
し

た
。

（
雲
南
市
長

速
水
雄
一
）

今
回
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
き
ま
す
。

最
近
、「
○
○
の
活
動
を
し
た
い
の
だ
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
は
可
能
か
」
と
い
っ

た
ご
質
問
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

前
号
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
17
分
野
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
詳
細

に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
事
業
に
関
す
る
方
法
論

に
も
細
か
な
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

法
人
の
目
的
に
合
致
し
て
い
れ
ば
、
物
販

や
店
舗
経
営
な
ど
も
可
能
で
す
。
つ
ま
り
、

対
象
者
が
特
定
の
も
の
（
同
窓
会
な
ど
）

や
活
動
エ
リ
ア
が
市
町
村
単
位
以
下
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
（
自
治
会
な
ど
）
を

除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
で
は
約
２
万
４
千
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は

様
々
で
す
。
例
え
ば
障
害
者
支
援
や
人
権

擁
護
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
市
民
活
動
的
な
も

の
も
あ
れ
ば
、
商
品
の
販
売
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
企
業
的
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
使
い
捨
て
容
器
や
割

り
箸
な
ど
を
減
ら
す
た
め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
食
器
の
レ
ン
タ
ル
を
し
た
り
、
嫁
不
足

に
悩
む
農
村
地
域
で
の
結
婚
相
談
所
開
設

な
ど
、
地
域
課
題
解
決
と
収
益
事
業
が
一

体
化
し
た
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
」
を
実
施
し
て
い
る
法
人
も
増
え

て
い
ま
す
。

で
は
、
法
人
設
立
を
す
る
か
ど
う
か
を

考
え
る
と
き
、
ど
う
い
う
点
で
判
断
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
財
産
管
理
と
契
約
行
為

任
意
団
体
の
場
合
、
団
体
名
で
口
座

を
開
設
し
た
と
し
て
も
、
法
的
に
は
個

人
口
座
に
な
る
た
め
、
団
体
が
多
額
の

資
金
や
土
地
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
場

合
に
は
、
法
人
格
を
取
得
し
て
財
産
管

理
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

契
約
行
為
も
同
様
で
、
任
意
団
体
で

は
団
体
と
し
て
の
契
約
が
で
き
ま
せ
ん
。

委
託
な
ど
契
約
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、

法
人
格
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

②
事
業
の
性
質

例
え
ば
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

事
業
に
よ
っ
て
は
、
任
意
団
体
や
株
式

会
社
で
は
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
を
行
う
場
合
に
法
人
格

の
取
得
が
必
要
で
す
。

こ
の
２
つ
以
外
の
理
由
で
法
人
設
立
を

考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
任
意
団
体
や
営
利

組
織
で
も
活
動
出
来
る
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

よ
く
、「
法
人
に
な
る
と
信
用
さ
れ
る
」

と
か
、「
公
共
団
体
の
委
託
を
受
け
る
の
に

イ
メ
ー
ジ
が
い
い
」「
助
成
や
補
助
が
受
け

や
す
い
の
で
は
」
と
の
理
由
で
法
人
設
立

の
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
、
法
人
格
を
取
得
す
る
だ
け
で
得
ら

れ
る
信
用
と
い
う
の
は
知
れ
て
い
て
、
そ

れ
よ
り
も
事
業
の
質
、
し
っ
か
り
し
た
事

務
体
制
等
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
補
助
や
助
成
は
期
限
が
あ
り
、

受
け
ら
れ
た
と
し
て
も
数
十
万
円
程
度
で

人
件
費
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
多

い
一
方
、
法
人
に
な
る
と
事
業
報
告
書
等

の
提
出
や
情
報
公
開
な
ど
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
し
、
法
人
税
も
か
か
る
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
お
勧
め
で
き

ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
話
は
あ
く
ま
で
も

公
益
を
第
一
に
考
え
る
組
織
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。
委
託
や
補
助
を
受
け
る
目
的

で
法
人
を
設
立
す
る
の
は
本
末
転
倒
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動

●
法
人
設
立
を
検
討
す
る
ポ
イ
ン
ト

し
ま
ね
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

樋
口
和
広
さ
ん

シ
リ
ー
ズ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
そ
の
②
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（敬称略）

10月23日、第60回岡山国体秋季大会の成年女子5,000ｍで、

杉原加代さん（三刀屋町古城出身・実業団パナソニック・モバイル

コミュニケーションズ所属）が、15分36秒27で優勝しました。

杉原さんは、これまで全国高校駅伝や都道府県対抗駅伝、実業団対抗陸上競

技大会、アジア選手権などへ出場し、好成績をおさめられているほか、平成17

年度の北京オリンピック強化指定選手に認定されています。

今後ますますのご活躍を期待しています。

杉原加代さん国体で日本一に

■と　き　10月10日　■参　加　300名

優勝　2.5km
一般の部（男子40歳未満）
藤原栄司（大東町）7分46秒

一般の部（男子40歳以上）
菅原幸吉（出雲市）8分35秒

一般の部（女子40歳未満）
万場　彩（三刀屋町）9分59秒

一般の部（女子40歳以上）
嵐　直子（安来市）10分42秒

中学生男子の部
安部伸也（大東町）8分6秒

中学生女子の部
末光眞子（大東町）9分8秒

小学生男子の部
酒井滉生（飯南町）10分8秒

小学生女子の部
飯島千恵（飯南町）10分27秒

5.0km
一般の部（男子40歳未満）
日野誠彦（大東町）16分28秒

一般の部（男子40歳以上）
古居　誠（吉田町）17分37秒

一般の部（女子40歳未満）
村内悦子（松江市）22分55秒

一般の部（女子40歳以上）
後藤節子（出雲市）23分51秒

10.0km
一般の部
難波裕規（飯南町）34分19秒

第10回 永井隆記念明石高原平和ロードレース大会

■と　き　10月30日　　　■ところ　健康の森テニスコート（木次町）

一般男子の部 優勝　宇山充茂・福間　清（大東クラブ） 一般女子の部 優勝　松林真美・古居知恵（三刀屋高校）

シニアの部 優勝　出雲孝悦・高野恒芳（木次クラブ）

第1回 雲南市ソフトテニス大会

■と　き　10月23日　　　■ところ　鳥取県南部町農業者トレーニングセンター

一般男子の部 優勝　雲南市BB同好会A 日野勝己・岸本　豊・中林武男（加茂町）

3位　雲南市BB同好会B 岡田久光・高木顕秀・高木幸男（加茂町）

第6回 鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭　兼　第3回 中国地区バウンスボール大会

■と　き　10月30日　　　■ところ　吉田勤労者体育センター
優　勝　川原町Ａ　　　　準優勝　上山Ａ　　　　3 位　大吉田、宇山・民谷Ａ

第40回 吉田町自治会親善バレーボール大会
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加
茂
中
央
公
園
ふ
れ

あ
い
の
丘
で
、
全
国
か

ら
231
人
の
選
手
が
参
加

し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
の
全
国
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
は
、
羽
根
の
付

い
た
シ
ャ
ト
ル
ボ
ー
ル

を
い
か
に
少
な
い
打
数

で
ホ
ー
ル
に
入
る
か
を
競
う
も
の
で
、
高
齢
者
や
初

心
者
で
も
楽
し
め
る
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
。
ま
た
、
そ

の
頭
文
字
を
と
り
「
Ｔ
Ｂ
Ｇ

テ
ィ
ー
ビ
ー
ジ
ー

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
大
会
で
は
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ト
も
連
発
。
地
域
を
越
え
た
交
流
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
も
Ｔ
Ｂ

Ｇ
を
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

ゴ
ル
フ
場
は
、
毎

週
水
曜
日
、
年
末
年

始
な
ど
を
の
ぞ
き
９

時
か
ら
17
時
ま
で
利

用
で
き
、
貸
し
ク
ラ

ブ
・
羽
根
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
―
４
９
―
７

１
０
０
ま
で

木
村
哲
ふ
る
さ
と
文
学
賞
短
歌

大
会
が
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
短
歌
大
会
は
、
戦
後
間
も

な
く
か
ら
短
歌
の
指
導
や
普
及
活

動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
故
木
村
哲
先
生
（
木
次
町
里
方
・
平

成
16
年
１
月
死
去
）
を
慕
い
、
木
村
先
生
を
囲
む
短
歌
サ
ー

ク
ル
が
大
会
を
開
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

今
年
で
８
回
目
と
な
る
大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
合
わ
せ
て
475
首
の
応
募
が
あ
り
、
大
賞
作
品
に
は
次
の
歌

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

掛
合
町
松

笠
に
あ
る
明

泉
寺
境
内
を

会
場
に
、
ふ

る
さ
と
創
生

塾
（
長
谷
川

純
塾
長
）
が

主
催
す
る
落

ち
葉
ち
ら
ち

ら
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
ま

し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
仁
多
炎
太
鼓
の
演
奏
、
長
谷
川

塾
長
と
松
笠
小
学
校
児
童
ら
が
作
っ
た
曲
「
松
笠
の

た
か
ら
も
の
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
松
笠
の
そ
ば
同
好
会
に
よ
る
そ
ば
や

知
的
障
害
者
更

生
施
設
山
楽
園

の
入
所
者
ら
に

よ
る
手
づ
く
り

パ
ン
、
地
元
商

店
な
ど
の
お
で

ん
な
ど
も
振
る

舞
わ
れ
、
訪
れ

た
100
人
は
、
秋

空
の
下
、
音
楽

と
食
を
堪
能
し

ま
し
た
。

木木木木
村村村村
哲哲哲哲
ふふふふ
るるるる
ささささ
とととと
文文文文
学学学学
賞賞賞賞

短短短短
歌歌歌歌
大大大大
会会会会

日
本
の
食

の
定
番
「
卵

か
け
ご
飯
」

の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
吉

田
町
の
生
涯

学
習
交
流
館
や
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
吉

田
総
合
セ
ン
タ
ー
周
辺
な
ど
を
会
場
に
、
今
年
は
じ
め
て
開
か

れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
卵
か
け
ご
飯
の
こ
だ
わ
り
の
食
べ
方

を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
上
映
や
応
募
さ
れ
た
作
文
や
論
文
な
ど
の

作
品
発
表
、
卵
・
米
・
醤
油
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
多
く
の
催
し
が
あ
り
、
全
国
各
地
か

ら
愛
好
家
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
30
日
に
は
「
卵
か
け
ご
飯
の
日
（
10
月
30
日
）」
が
制

定
さ
れ
た
ほ
か
、「
卵
か
け
ご
飯
宣
言
」
も
発
表
・
採
択
さ
れ
る

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ

レ
ビ
取
材
や
生
中
継
も

さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
、
雲
南

市
発
と
な
る
食
や
自
然

を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
が

誕
生
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

大
東
町
海
潮
地
区
で
、
都

市
住
民
に
農
業
や
伝
統
文
化

な
ど
の
体
験
交
流
を
通
じ
て

定
住
促
進
に
つ
な
げ
よ
う
と

田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
し
た
の
は
海
潮
地
区
振
興
会
（
宮
川
昇
会
長
）
で
、

大
東
町
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を
受
託
す
る
大
東
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
（
村
上
修
二
代
表
）
が
協
力
し
行
わ
れ
ま

し
た
。

１
泊
２
日
で
計
画
さ
れ
た
今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、
遠
く

は
兵
庫
県
宝
塚
市
や
広
島
県
か
ら
な
ど
総
勢
15
名
が
参
加
。

い
も
掘
り
や
し
め
縄
作
り
な
ど
の
体
験
や
海
潮
の
名
所
で

あ
る
雲
海
展
望
、
地
元
農
園
で
の
田
舎
料
理
に
よ
る
交
流
、

ま
た
２
日
目
に
は
、
山
王
寺

棚
田
ま
つ
り
に
参
加
し
、
餅

つ
き
や
棚
田
米
の
試
食
、
神

楽
鑑
賞
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。最

後
に
行
わ
れ
た
意
見
交

換
会
で
は
、
参
加
者
か
ら

「
空
気
も
食
べ
物
も
ほ
ん
と
に

美
味
し
か
っ
た
」「
地
元
の
皆

さ
ん
の
温
か
さ
に
ふ
れ
田
舎

の
良
さ
を
痛
感
し
た
」「
こ
れ

を
機
会
に
本
格
的
に
田
舎
暮

ら
し
を
考
え
た
い
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

10／ ２８～３０ 

全全全全
国国国国
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ＧＧＧＧ
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落落落落
ちちちち
葉葉葉葉
ちちちち
らららら
ちちちち
らららら

ココココ
ンンンン
ササササ
ーーーー
トトトト

合
併
１
周

年
を
記
念
し

て
、
飯
石
小

学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ

ル
が
埋
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
飯
石
公
民

館
が
地
区
内
の
全
世
帯
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い
の
品
を
集
め
た
も
の
で
、
200
の

写
真
や
手
紙
な
ど
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

カ
プ
セ
ル
は
、
10
年
後
の
平
成
27
年
11
月

に
開
封
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11／ 13
１１１１００００
年年年年
後後後後
はははは
どどどど
んんんん
なななな
未未未未
来来来来
にににに
？？？？

タタタタ
イイイイ
ムムムム
カカカカ
ププププ
セセセセ
ルルルル

●
一
般
の
部

雷
鳴
の
轟
く
部
屋
に
帰
省
の
子
と

将
棋
さ
し
を
り
こ
の
夏
も
逝
く
　
　
　
今
岡
　
文
子

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

花
の
よ
う
な
思
い
出
が
私
を
駆
け
め
ぐ
る

き
れ
い
な
花
び
ら
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
っ
て

横
山
　
茉
莉
（
木
次
中
３
年
）

森
や
川
ど
こ
か
に
す
ん
で
い
る
生
き
物
を

み
ん
な
で
守
り
み
ん
な
で
生
き
よ
う

内
田
　
隆
一
（
温
泉
小
６
年
）

「
題
詠
〜
水
〜
」

す
き
透
る
四
万
十
川
に
も
ぐ
っ
て
き
た

そ
こ
か
ら
青
い
大
空
が
見
え
た

藤
原
　
　
遥
（
木
次
中
１
年
）

斐
伊
川
の
水
が
そ
よ
そ
よ
き
れ
い
だ
な

白
さ
ぎ
立
っ
て
水
守
っ
て
る

内
田
　
亮
太
（
温
泉
小
６
年
）

木
村
哲
ふ
る
さ
と
文
学
賞
短
歌
大
会
大
賞
作
品（
敬
称
略
）釜で炊いたご飯と新鮮な卵を使った吟味会も

ありました。

この日は飯石公民館まつりも開催され、大勢の人でにぎわいました

田田田田
舎舎舎舎
暮暮暮暮
らららら
しししし
体体体体
験験験験
ツツツツ
アアアア
ーーーー
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和室 

和室 

玄関 

トイレ 

和室 

MB

押入 

押入 

押入 

床 

脱衣 脱衣 

UB

DK

テラス 

庭 

キ
ッ
チ
ン 

和室 

DK

up

玄関 

屋根 

キッチン 

押入 
脱衣 

UB

庇（ひさし） 庇（ひさし） 庇（ひさし） 

庇（
ひ
さ
し
） 

ト
イ
レ 

物
干
バ
ル
コ
ニ
ー 

洋室（1） 

洋室（2） 

クローゼット 

吹抜 

押入 

小
屋
裏 

小屋裏 

DN

テラス 

1．団地の所在地 雲南市木次町木次471番10
2．団地の構造 鉄筋コンクリート造・3階建　2棟8戸

○Ａタイプ（1階部・3ＤＫ・高齢者対応型）4戸
○Ｂタイプ（2階＋3階部・3ＤＫ・一般型）4戸

3．募集する住戸

4．募 集 期 間 平成17年12月5日（月）～12日（月）※定例（偶数月）の空室募集に合わせて行ないます。

5．入 居 資 格 （1）現に住宅に困窮していること。
（2）税金及び水道料金等の滞納をしていないこと。
（3）入居申込者と同程度以上の収入を有する2名の連帯保証人があること。

（2名とも島根県内の方で、内1名は雲南市内在住の方）
（4）家賃その他居住に必要な経費の支払が毎月、確実に履行できること。
（5）入居申込日における収入月額が、次の収入基準に該当すること。

6．入　居　日 平成17年12月22日（木）以降の予定
7．申 込 方 法 市営住宅入居申込書（添付書類必要）を募集期間内に、各総合センター事業管理課または

は建設部業務管理課に提出してください。
8．入居者の決定 「雲南市営住宅入居者選考に関する事務取扱要綱」により選考し入居者を決定します。

（12月15日頃に決定予定）
9．そ　の　他　敷金は、家賃の3ヶ月分を入居時に預託していただきます。

※家賃月額は、世帯の収入、世帯構成により上記の範囲で決定します。 

区　分 

Ａタイプ 

Ｂタイプ 

募集戸数 

4戸 

4戸 

床面積 

78.8㎡ 

76.4㎡ 

家賃月額（予定） 

29,200円　～　48,300円 

28,300円　～　46,900円 

※収入基準は、年間所得額から1人当り扶養控除額38万円を差し引いて12月で除した額が、上記、（月額）の範囲内 
　でなければなりません。 

収入基準 
同　居　親　族 

本人＋1人 

（年額）278万円以下 （月額）20万円以下 

本人＋2人 

316万円以下 

本人＋3人 

354万円以下 

本人＋4人 

392万円以下 

市営住宅『三日市団地』 入居者募集市営住宅『三日市団地』 入居者募集

○
Ａ
タ
イ
プ
1
階
部
（
3
Ｄ
Ｋ
・
高
齢
者
対
応
型
）

○
Ｂ
タ
イ
プ
（
3
Ｄ
Ｋ
・
一
般
型
）

2
階
部
　

3
階
部

入居希望の方に限らず、みなさんお気軽にご来場ください。

◎平成17年12月4日（日）　午前9時〜午後5時まで

【お問い合わせ】�建設部業務管理課　��0854−40−1061



◎
叙
勲
・
褒
章
受
章

旭
日
双
光
章

田
中
　
豊
繁
さ
ん
（
木
次
町
寺
領
）

多
年
に
わ
た
り
旧
木
次
町
長
と
し
て
、
地
域

の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

瑞
宝
双
光
章

忰
部
　
富
雄
さ
ん
（
掛
合
町
掛
合
）

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
長
と
し
て
、
地
域
の

防
災
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

瑞
宝
単
光
章

森
脇
　
　
淳
さ
ん
（
大
東
町
山
田
）

多
年
に
わ
た
り
消
防
従
事
者
と
し
て
、
危
険

性
の
高
い
業
務
に
精
励
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

藍
綬
褒
章福

間
　
　
豊
さ
ん
（
大
東
町
上
佐
世
）

多
年
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

叙
勲
・
褒
章
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
祝
意
を
表
し
ま
す

◎
平
成
１７
年
度
島
根
県
精
神
保
健
福
祉
事
業

功
労
者
表
彰
島
根
県
知
事
感
謝
状
受
賞

雲
南
市
精
神
障
害
者
家
族
会

木
次
支
部
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

（
会
長
　
青
山
友
行
）

◎
全
国
精
神
障
害
者
家
族
大
会

理
事
長
表
彰
受
賞

雲
南
市
精
神
障
害
者
家
族
会

原
亮
副
会
長

永
年
に
わ
た
り
、
精
神
保
健
福
祉
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

◎
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

中
国
管
区
警
察
局
・
中
国
五
県

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

多
々
納
タ
ケ
子
（
三
刀
屋
支
部
）

雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会
八
日
市
上
支
部
　

交
通
栄
誉
賞
「
緑
十
字
銅
章
」

細
貝
　
昌
一
（
阿
用
支
部
）

永
塚
以
佐
雄
（
三
刀
屋
支
部
）

塩
野
　
昭
雄
（
海
潮
支
部
）

島
根
県
警
察
本
部
長
・

（
財
）島
根
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

40
年
優
良
運
転
者
　
21
名

30
年
優
良
運
転
者
　
16
名

20
年
優
良
運
転
者
　
７
名

（
財
）島
根
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会
掛
合
支
部

交
通
安
全
無
事
故
・
無
違
反

運
動
成
績
優
秀
地
区
表
彰

雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会

雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会
長
・
雲
南

警
察
署
長
連
名
表
彰

個
人
　
本
田
則
夫
（
木
次
町
）

藤
原
関
二
（
掛
合
町
）

神
庭
和
幸
・
足
立
勇
吉
（
大
東
町
）

伊
藤
　
豊
（
加
茂
町
）

団
体
　
佐
中
わ
か
さ
会
、
３
区
あ
じ
さ
い

会
、
大
東
幼
稚
園
白
鳥
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
を
中
央
線
の
交
通
事
故
か

ら
守
る
会

松
江
地
方
法
務
局
雲
南
支
局

０
８
５
４
・
４
２
・
５
２
１
０

毎
日
の
生
活
の
中
で
人
権
問
題
と
感
じ
た

り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
か
わ
か
ら
ず
お

困
り
だ
と
い
う
方
は
、
松
江
地
方
法
務
局
雲
南

支
局
ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
期
間
中
各
地
で
、
特
設
人
権
相
談
所

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
雲
南
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

蓮
岡
法
　
（
大
東
町
岡
村
）

松
田
昭
義
（
大
東
町
仁
和
寺
）

恩
田
磯
子
（
大
東
町
清
田
）

鍔
木
　
篤
（
加
茂
町
神
原
）

内
田
慶
子
（
加
茂
町
立
原
）

堀
江
美
代
子
（
木
次
町
木
次
）

山
根
幹
男
（
木
次
町
山
方
）

藤
原
豊
善
（
三
刀
屋
町
中
野
）

西
村
三
千
世
（
三
刀
屋
町
三
刀
屋
）

勝
部
　
昇
（
吉
田
町
深
野
）

吉
長
雅
昭
（
吉
田
町
吉
田
）

藤
坂
美
貴
子
（
掛
合
町
掛
合
）

藤
飛
昭
憲
（
掛
合
町
松
笠
）

松
江
検
察
審
査
会
事
務
局

０
８
５
２
・
２
３
・
１
７
０
１

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人

の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察

審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

審
査
会
で
は
、
11
人
の
審
査
員
が
審
査
に
あ

た
り
、
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆

さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
際
に
は
、
市
民
の
代
表

と
し
て
こ
の
仕
事
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。詳

し
く
は
松
江
検
察
審
査
会
事
務
局
ま
で
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島
根
労
働
局

０
８
５
２
・
２
０
・
７
０
０
９

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発
し
て

お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
を
取
り
扱
う
作
業
等
に
従
事
し

て
い
た
方
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
ば
く
露
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
に
ご
相
談
の
う
え
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
等
に
よ
る
健
康
診
断
を
受
診
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
ば
く
露
さ
れ
て
い
る
方
は
、
発
ガ
ン

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
タ

バ
コ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

◆
健
康
管
理
手
帳
・
健
康
診
断
・
労
災
補
償

島
　
根
　
労
　
働
　
局

０
８
５
２
・
２
０
・
７
０
０
９

松
江
労
働
基
準
監
督
署

０
８
５
２
・
３
１
・
１
１
６
６

出
雲
労
働
基
準
監
督
署

０
８
５
３
・
２
１
・
１
２
４
０

◆
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て

産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

０
８
５
２
・
５
９
・
５
８
０
１

建
設
部
下
水
道
課

０
８
５
４
・
４
２
・
３
４
７
１

市
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の
統
一
・
一
元
化

を
図
る
た
め
審
議
会
に
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。
敬
称
略
・
順
不
同
・
（

）
は
出
身
地

会
　
長

山
根
正
吉
（
三
刀
屋
町
）

副
会
長

福
間
　
清
（
大
東
町
）

委
　
員

加
藤
一
成
（
掛
合
町
）、

金
山
壽
忠
（
木
次
町
）、
松
浦
保
潔
（
加
茂
町
）、

石
川
幸
男
（
大
東
町
）、
岡
田
盛
行
（
吉
田
町
）、

加
藤
欽
也
（
加
茂
町
）、石
田
武
芳（
木
次
町
）、

若
槻
美
代
子
（
三
刀
屋
町
）、

坪
倉
要
輔（
掛
合
町
）、宮
崎
和
子
（
吉
田
町
）、

山
崎
絹
子
（
加
茂
町
）、
難
波
勝
（
木
次
町
）

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
皆
さ

ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
年
金
と
し
て
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
て
お
り
、
社
会
全
体
で
高
齢
者

を
支
え
る
「
世
代
間
扶
養
」
の
仕
組
み
が
と
ら
れ

て
い
る
の
が
現
在
の
公
的
年
金
制
度
で
す
。

年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
ば
か
り
で
な
く
、

障
害
が
残
っ
た
り
、
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
り
と

い
う
よ
う
な
万
が
一
の
場
合
に
も
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
学
生

や
自
営
業
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
は
、
社
会

保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま

で
に
ご
自
身
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
の
窓

口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
を

除
く
）
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
早
割
制
度
や
、
ま
と
め
て
支
払
う

前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
が
安
く
な
り
お

得
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
期

間
が
あ
る
と
、
将
来
の
老
齢
年
金
の
金
額
が
少
な

く
な
る
ば
か
り
か
、
思
い
が
け
な
い
事
故
に
給
付

さ
れ
る
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
生
じ
て
き

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
期
間
が
な
い
か
、
今
一

度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
料
の
追
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
や
、
学
生
納
付
特

例
、
若
年
者
納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

そ
の
ま
ま
で
も
年
金
受
給
資
格
期
間
と
し
て
数
え

ま
す
が
、
年
金
額
は
、
そ
の
期
間
を
納
め
た
時
に

比
べ
る
と
減
額
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

追
納
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
、
免
除
等
を
受
け

た
年
度
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

平
成
17
年
10
月
か
ら
、
老
齢
基
礎
年
金
及
び
老

齢
厚
生
年
金
の
受
給
年
齢
を
迎
え
る
方
々
に
、
年

金
加
入
記
録
等
を
あ
ら
か
じ
め
印
字
し
た
「
年
金

の
請
求
書
（
裁
定
請
求
書
）」
や
「
年
金
に
関
す

る
お
知
ら
せ（
は
が
き
）」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
の
請
求
漏
れ
を
防
ぐ
ほ
か
、

年
金
請
求
の
手
続
き
が
従
来
に
比
べ
楽
に
な
り
ま

し
た
。

60
歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る

権
利
が
発
生
す
る
方

（
昭
和
21
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）

◆「
裁
定
請
求
書
」
を
60
歳
に
な
る
３
か
月
前
に

送
付
し
ま
す
。

65
歳
に
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
す
る
方

（
昭
和
16
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）

◆「
裁
定
請
求
書
」
を
65
歳
に
な
る
３
か
月
前
に

送
付
し
ま
す
。

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
て
い
る
が
、

年
金
の
決
定
が
さ
れ
て
い
な
い
方

（
昭
和
16
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）

◆「
裁
定
請
求
書
」
を
65
歳
に
な
る
３
か
月
前
に

送
付
し
ま
す
。

65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
す
る
方

（
昭
和
21
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）

◆「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
60
歳
に
な
る

３
か
月
前
に
送
付
し
ま
す
。

社
会
保
険
庁
が
基
礎
年
金
番
号
で
管
理
し
て
い

る
年
金
加
入
記
録
の
み
で
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
が
確
認
で
き
な
い
方

（
昭
和
21
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）

◆「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
60
歳
に
な
る

３
か
月
前
に
送
付
し
ま
す
。

「
裁
定
請
求
書
」
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内

容
な
ど
書
類
を
整
え
ら
れ
、
松
江
社
会
保
険
事
務

所
（

０
８
５
２
・
２
６
・
２
８
０
０
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受
付
け
ま
す
。

な
お
、
加
入
期
間
が
す
べ
て
国
民
年
金
の
場
合

は
、
雲
南
市
役
所
市
民
生
活
課
ま
た
は
、
お
近
く

の
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
照
会
で

き
る
『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０
・
０

５
・
１
１
６
５
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
関
す
る

相
談
窓
口
に
つ
い
て

雲
南
市
下
水
道
使
用
料

審
議
会
委
員
の
紹
介

１２
月
4
日
〜
１０
日

「
人
権
週
間
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
連
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
わ
が
国
で
は
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
人
権
と
は
、
人

間
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、
人
間
が
幸
せ
に
生
き

て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。

市
で
は
、
お
互
い
の
い
の
ち
と
人
権
を
尊
重

し
、
差
別
の
な
い
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
明
る

い
社
会
を
築
く
「
平
和
を
」
の
都
市
宣
言
を
し
、

広
く
市
民
の
皆
様
に
人
権
啓
発
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自
分
の
権
利
を

主
張
す
る
あ
ま
り
他
人
の
人
権
を
侵
害
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
あ
る
い
は
、
他
人
の
悪
口
を
言
い

ふ
ら
し
て
名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け
た
り
し
て
は

い
ま
せ
ん
か
。

人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

し
、
偏
見
・
差
別
を
な
く
し
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
尊
重
し
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

今
一
度
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

平
成
17
年
分
の
所
得
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
確
定

申
告
又
は
年
末
調
整
の
際
に
添
付
等
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
年
か
ら
生
命
保
険
会
社
等
が

発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
の
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
11

月
上
旬
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
又
は
年
末
調
整
の
手
続
き
の
際
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
控
除
証
明
書
内
容
の
ご
照
会
、
あ
る
い
は
、

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
、
紛
失
し
た
の
で

再
発
行
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

は
　
０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
（
控
除

証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
で
。

◆
受
付
日
時

11
月
４
日
〜
平
成
18
年
３
月
17

日
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

な
お
、
11
月
６
日
（
日
）
・
12
日
（
土
）、
11

月
７
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）
ま
で
は
、
午
後

７
時
45
分
ま
で
電
話
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
再
発
行
に
つ
い
て
は
、
松
江
社
会
保
険
事
務

所
で
も
受
付
け
ま
す
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

【
そ
の
1
】
エ
ア
コ
ン
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等

の
暖
房
器
具
は
、
室
温
が
20
℃
を
目
途
に
過

度
に
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
し
、
不
必
要
な

つ
け
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
2
】
暖
房
を
し
て
い
る
部
屋
は
、
カ
ー

テ
ン
を
二
重
に
し
て
暖
房
効
果
を
高
め
ま
し

ょ
う
。

【
そ
の
3
】

冷
蔵
庫
の
庫
内
は
、
季
節
に
あ

わ
せ
て
温
度
を
調
節
し
、
熱
い
も
の
は
冷
ま

し
て
か
ら
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
4
】
温
水
洗
浄
便
座
は
、
温
度
調
節
を

こ
ま
め
に
調
節
し
、
使
わ
な
い
と
き
は
ふ
た

を
閉
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
5
】
電
気
ポ
ッ
ト
を
長
時
間
使
用
し
な

い
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
プ
ラ
グ
か
ら
抜

き
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
6
】
食
器
を
洗
う
と
き
は
、
給
湯
器
の

給
湯
温
度
を
低
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
7
】
で
き
る
だ
け
家
族
団
ら
ん
の
時
間

を
増
や
し
、
空
い
た
部
屋
の
照
明
や
暖
房
は

切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
７
２

平
成
18
年
４
月
か
ら
市
内
の
幼
稚
園
へ
入
る

子
ど
も
た
ち
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
入
園
対
象

雲
南
市
内
に
在
住
し
て
い
る
幼
児
。

○
1
年
保
育
　
5
歳
児

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

○
2
年
保
育
　
4
歳
児

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日

○
3
年
保
育
　
3
歳
児

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日

※
そ
れ
ぞ
れ
該
当
期
間
の
出
生
者

◆
保
育
料
等

保
育
料
は
、
年
額
６
２，
４
０
０
円
（
月
額

５，
２
０
０
円
）
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
給
食
費

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
受
付
期
間

12
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
16
日
（
金
）

※
雲
南
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
、
各
教
育

分
室
、
各
幼
稚
園
に
入
園
願
書
の
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
４

平
成
18
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
募
集
し

ま
す
。

【
入
所
の
基
準
】

保
育
所
で
の
保
育
は
、
児
童
の
保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
児

童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
、

か
つ
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
当
該
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
行
い
ま
す
。

①（
家
庭
外
労
働
）
児
童
の
親
が
家
庭
の
外
で

仕
事
を
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

②（
家
庭
内
労
働
）
児
童
の
親
が
家
庭
で
児
童

と
は
な
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す

る
こ
と
を
常
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童

の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

③（
親
の
い
な
い
家
庭
）
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘

禁
な
ど
の
理
由
に
よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
の

場
合
。

④（
母
親
の
出
産
等
）
親
が
出
産
の
前
後
、
病

気
、
負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ
っ
た
り
す
る

の
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

⑤（
病
人
の
看
護
等
）
そ
の
児
童
の
家
庭
に
長

期
に
わ
た
る
病
人
や
、
心
身
に
障
害
の
あ
る

人
が
あ
る
た
め
、
親
が
い
つ
も
看
護
に
あ
た

っ
て
お
り
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

場
合
。

⑥（
家
庭
の
災
害
）
火
災
、
風
水
害
、
地
震
な

ど
の
不
幸
が
あ
り
、
そ
の
家
庭
を
失
っ
た
り
、

破
損
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の
間
、
そ
の
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

【
保
育
料
等
】

児
童
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
税
額
及
び
市
民

税
額
と
児
童
の
年
齢
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
４，
５
０
０
円
〜
４
８，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
当
該
年
度
に
す
べ
て
の
土
曜
日
を
休

所
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
育
料
の
土
曜
減
免
が

あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

新
規
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
雲
南
市

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
、
各
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
入
所
申
込
書
及
び
就
労

証
明
書
等
に
よ
り
各
保
育
所
管
轄
の
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
以
下
の
と
お
り
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
保
育
所
で
の
入
所
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

平
成
18
年
度
中
に
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
が

終
了
し
、
職
場
復
帰
さ
れ
る
方
で
年
度
途
中
か

ら
保
育
所
（
園
）
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
入

所
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
前
述

同
様
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
入
所
中
の
児
童
の
保
護
者
の
方

で
来
年
度
も
引
き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
各
保
育
所
を
通
じ
て
入
所
申
込
書
等
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
各
保
育
所
管
轄
の
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
育
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
平
成
18
年
１
月
６
日
（
金
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

各
保
育
所
の
受
け
入
れ
対
象
年
齢
及
び
保
育

時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
所
ま
た

は
各
保
育
所
管
轄
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
域
入
所
（
市
外
へ
の
保
育
所
へ
の
入
所
）

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
７
３

学
校
に
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
や
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
若
者
の
「
心
の
居
場
所
」
で

す
。
ま
た
、
そ
の
家
族
の
方
に
と
っ
て
も
「
心

の
居
場
所
」
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

開
設
し
て
い
る
の
は
、
毎
週
月
〜
水
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。
常
時
２
〜
３
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
の
性
別
・
年
齢
・
職
業
な
ど
は
様
々
で
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
お
し
ゃ
べ
り
だ
け
で
も
心
が
ほ
か

ほ
か
し
て
き
ま
す
よ
。

場
所
は
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
の

南
隣
で
す
。
三
刀
屋
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の
看

板
が
か
か
っ
て
い
る
建
物
で
す
。
教
育
相
談
を

主
と
し
た
施
設
か
ら
「
心
の
居
場
所
」
へ
と
イ

メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
と
一
緒
に
「
ふ
ぁ
ー
す

と
」
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
雲
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
）
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年末年始の可燃ごみ 
不燃ごみ収集日のお知らせ 

○雲南エネルギーセンター　 0854－49－6332　○雲南リサイクルプラザ  　0854－42－3391 
○いいしクリーンセンター　 0854－72－9217　○市民部環境対策課  　0854－40－1033

※収集日について詳しいことはケーブルテレビ、有線放送等でお知らせします。　※年末の直接持込みは、できるだけ12月22日（木）までにお願いします。 

月　　日 

12月29日（木） 
12月30日（金） 
12月31日（土） 
1月 1日（日） 
1月 2日（月） 
1月 3日（火） 
1月 4日（水） 
1月 5日（木） 
1月 6日（金） 

大東町・加茂町・木次町・三刀屋町 吉田町・掛合町 
可燃ごみ 

（雲南エネルギーセンター） 
通常通りの収集を行います 

お 休 み し ま す  

不燃ごみ 
（リサイクルプラザ） 

可燃ごみ・不燃ごみ 
（いいしクリーンセンター） 
通常通りの収集を行います 

お 休 み し ま す  

〃 
持込み受付のみ行います 

 

通常通りの収集を行います 持込み受付のみ行います 
 

掛合町…資源回収 
〃 以降、予定表どおり行います 通常通りの収集を行います 
〃 〃 〃 

 

　43－6142 

 

　49－8612 

 

　40－1083 

 

　45－9501 

　
74－0215 
 

　62－0727 
 

　40－1044

大東保育園………　43－6132 

かもめ保育園……　43－3010 

あおぞら保育園…　43－3129 

加茂保育所………　49－6760 

木次保育所………　42－2341 

斐伊保育所………　42－1008 

四ツ葉学園保育所…　42－0616 

三刀屋保育所……　45－2651 

吉田保育所………　74－0330 

田井保育所………　75－0201 

掛合保育所………　62－9900

※波多分園の募集につきましては、協議中であり後日お知らせします。 

 

大 東 健 康 福 祉 センター  

 

加 茂 健 康 福 祉 センター  

 

木 次 健 康 福 祉 センター  

 

三 刀屋健康福祉センター 

吉 田 健 康 福 祉 センター  
 

掛 合 健 康 福 祉 センター  
 
雲南市健康福祉部子育て支援課 

【お問い合わせ先】局番はいずれも0854です 

・
国
民
健
康
保
険
料（
第
9
期
分
）

・
固
定
資
産
税（
第
3
期
分
）

納
期
限
は
１２
月
２６
日
（
月
）
ま
で

今月の税金
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

（
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

冬
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

幼
稚
園
児
の
募
集
に
つ
い
て

保
育
所
入
所
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？
「
ふ
ぁ
ー
す
と
」
を

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
工
夫

次
回
は
、「
ほ
っ
と
は
ぁ
ー
と
」（
大
東
地

域
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

43－8170 

40－1084 

74－0214 

43－2710 

43－2817 

47－0163 

49－6761 

42－2130 

42－0875 

45－2168 

45－3762

49－8510 

45－3033 

62－0303 

43－6005 

43－2199 

43－2298 

42－2173 

42－0870 

48－0011 

45－2751 

45－2451 

 

【お問い合わせ先】局番はいずれも0854です 
雲南市教育委員会学校教育課（雲南市役所3階） 　 40－1072

大東教育分室 

木次教育分室 

吉田教育分室 

大 東 幼 稚 園  

佐 世 幼 稚 園  

久 野 幼 稚 園  

加 茂 幼 稚 園  

斐 伊 幼 稚 園  

西日登幼稚園 

三刀屋幼稚園 

鍋 山 幼 稚 園  

加茂教育分室 

三刀屋教育分室 

掛合教育分室 

西 幼 稚 園  

阿 用 幼 稚 園  

海 潮 幼 稚 園  

木 次 幼 稚 園  

寺 領 幼 稚 園  

温 泉 幼 稚 園  

飯 石 幼 稚 園  

中 野 幼 稚 園  
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建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

雲
南
市
木
次
町
地
内
で
の
都
市
計
画
道
路

の
事
業
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
認
可
図
書
の
縦
覧

を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

木
次
都
市
計
画
道
路
事
業

３
・
４
・
10
号
下
熊
谷
中
央
線

３
・
５
・
11
号
下
熊
谷
東
西
線

３
・
５
・
２
号
出
雲
西
城
線
　

◆
縦
覧
場
所

雲
南
市
役
所
　
建
設
部
都
市
建
築
課

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

◆
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

木
次
都
市
計
画
道
路
事
業

３
・
４
・
10
号
下
熊
谷
中
央
線

３
・
５
・
11
号
下
熊
谷
東
西
線

３
・
５
・
２
号
出
雲
西
城
線
　

◆
施
行
者
の
名
称

雲
南
市

◆
事
業
所
の
所
在
地

雲
南
市
木
次
町
新
市
４
２
６
番
地
７

雲
南
市
建
設
部
都
市
建
築
課

◆
事
業
地
　
収
用
の
部
分

雲
南
市
木
次
町
下
熊
谷
及
び
新
市
、
西
日
登

地
内

都
市
計
画
道
路
事
業

認
可
図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
事
業
認
可
の

施
行
者
公
告
に
つ
い
て

21 20

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
3
℃
以
下
に
な
る
と

水
道
が
凍
結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り

水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

家
ま
わ
り
の
水
道
を
点
検
し
、
防
寒
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
庭
先
の
水
栓
柱
に
は
、
布
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
か
ぶ
せ
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

☆
外
壁
露
出
配
管
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

製
の
保
温
材
や
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
を
巻
い
て
防
護
し
ま
し
ょ
う
。

☆
凍
結
し
や
す
い
立
ち
上
が
り
配
管
に

は
、
水
抜
き
栓
を
取
り
つ
け
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

☆
な
が
ら
く
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず

元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

☆
離
れ
、
車
庫
、
倉
庫
な
ど
ふ
だ
ん
使
わ

な
い
水
道
に
は
、
バ
ル
ブ
を
つ
け
て
閉

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
タ
オ

ル
や
布
を
あ
て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く

り
お
湯
を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。

☆
水
道
の
凍
結
、
破
裂
、
故
障
修
理
は
指

定
給
水
装
置
工
事
業
者
に
依
頼
し
ま
し

ょ
う
。

雲
南
市
水
道
局

0
8
5
4
・
4
2
・
5
3
2
2

●自動車の路上駐車及び資材等の放置は絶対にしないで下さい。 
 （除雪作業の妨げになります！） 
●除雪車通過後の出入口等の雪については、皆さんのご理解と排雪にご
協力下さい。 

●「道の駅」や除雪車回転場への長時間の駐車はご遠慮下さい。 
●積雪により道路へ立木等が垂れ下がる場合は、事前に伐採をお願いし
ます。なお、立木等で除雪に支障が生じた場合、やむを得ずこちらで
取り除くことがありますのでご了承下さい。 

●側溝のフタを取り、投雪した場合は、作業後必ずすみやかにフタを元
通りにして下さい。（誤って人が落ちる危険があります!!） 

●除雪は夜間・早朝に行う場合がありますので、外出される際は、反射
タスキ等の反射材を着用し事故防止にご協力下さい。 

●除雪作業は主要幹線道路（国道、バス路線等）を優先して行いますの
でご理解をお願いします。 

●国土交通省頓原維持出張所　　0854-72-0004 
　HPアドレス：http://www.matsukoku-mlit.go.jp/tonbara-iji 

●島根県木次土木建築事務所維持グループ　　0854ー42ー9601 

●雲南市建設部業務管理課　　0854ー40ー1061　 
　・大東総合センター事業管理課　　0854ー43ー8166 
　・加茂総合センター事業管理課　　0854ー49ー8603 
　・木次総合センター事業管理課　　0854ー40ー1082 
　・三刀屋総合センター事業管理課　　0854ー45ー2113 
　・吉田総合センター事業管理課　　0854ー74ー0213 
　・掛合総合センター事業管理課　　0854ー62ー0302

▲国道54号の除雪 

▲自治体による国道54号の歩道除雪 

お問い合わせ 

雲南市の給与・定員管理等について ［概要版］ 市職員の給与・定員管理は、条例、規則などで定められています。これらの状況（概要）を公表します。 

（注） 1． 「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含まない。なお、管理職手当については規則で減額措置
　  を行っている。 
2． 「給与費」は、当初予算に計上された額である。 

（注） 1． 雲南市の条例による定員は654人です。 
2．職員数については、平成17年度地方公共団体定員管理調査に 
　基づく職員数である。 （注） 市長、助役、教育長の給料月額は、条例により10％減額後の額である。 

（注） 平成17年度地方公務員給与実態調査に基づくものである。 

（注） 「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職手当の
1人当たりの平均額である。 

■人件費の状況（平成16年度普通会計決算） 

■職員給与費の状況（平成17年度普通会計予算） 

住民基本台帳人口 
（平成16年度末） 

歳　出　額 
（A） 

実 質 収 支  

45,870人 37,644,662千円 280,260千円 

人　件　費 
（B） 

5,543,405千円 

人 件 費 率  
（B／A） 

区 分  

14.7％ 16年度 

区 分  

17年度 

職員数 
（A） 

575人 2,223,571千円 
給　　料 

387,884千円 
職員手当 

918,009千円 
期末・勤勉手当 

3,529,464千円 
計（B） 

6,138千円 

1人当たり給与費 
（B／A） 

給　　　　与　　　　費 

■職員の平均給料月額及び平均年齢 

職　　種 
一般行政職 
技能労務職 

平均給料月額 
318,190円 
343,326円 

 
 

平均年齢 
38歳6月 
42歳4月 

（平成17年4月1日現在） 

■職員手当の状況 

12月期 
計 

職制上の段階など 
による加算措置 

6月期 

区 分  

役職加算　5～15％ 
役職加算　　5～20％ 
管理職加算 10～25％ 

期末手当 
1.55月 
1.45月 
3.0月 

雲　南　市 国 
勤勉手当 
0.7月 
0.7月 
1.4月 

期末手当 
1.55月 
1.45月 
3.0月 

勤勉手当 
0.7月 
0.7月 
1.4月 

（平成17年4月1日現在） ①期末・勤勉手当 

雲南市 
13,500円 
6,000円 

6,500円 
 

11,000円 
5,000円 

5,000円 

配偶者 
子等のうち2人目まで（1人につき） 

子等のうち3人目以降（1人につき） 

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで 
の子に対する加算額（1人につき） 

扶養親族でない配偶者がある職員 
（そのうち1人） 

配偶者のない職員（そのうち1人） 

区 　 　 分  国 
13,500円 
6,000円 

6,500円 
 

11,000円 
5,000円 

5,000円 

（平成17年4月1日現在） ③扶養手当 

勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
平均支給額 

区 分  
自己都合 
21.00月 
33.75月 
47.50月 
59.28月 
1,797千円 

雲　南　市 国 
定年･勧奨 
27.30月 
42.12月 
59.28月 
59.28月 
26,286千円 

自己都合 
21.00月 
33.75月 
47.50月 
59.28月 

定年･勧奨 
27.30月 
42.12月 
59.28月 
59.28月 

（平成17年4月1日現在） ②退職手当 

■職員の初任給の状況 

雲南市 
170,700円 
138,800円 
138,800円 

 
大 学 卒  
高 校 卒  
高 校 卒  

 
一般行政職 

 
技能労務職 

区　　　分 国 
170,700円 
138,800円 
－ 
 

（平成17年4月1日現在） 

■特別職の報酬等の状況 

市　長 
区 　 分  

給
　
料 

報
　
酬 

助　役 
教育長 
議　長 
副議長 
議　員 

801,000円 
648,900円 
575,100円 
376,000円 
327,000円 
306,000円 

給料月額等 
市　長 

区 　 分  

期
末
手
当

 

助　役 
教育長 
議　長 
副議長 
議　員 

貸家居住者 

持家居住者 

（平成17年4月1日現在） 

（各年4月1日現在） 

④住居手当 

月額12,000円を超える家賃を支払っている 
者に対して27,000円を限度に支給。 

2,500円（新築、購入時から5年間に限る） 

交 通 機 関 
利　用　者 

交 通 用 具  
利　用　者 

⑤通勤手当 

交通期間等を利用して通勤する職員に対 
して、55,000円を限度に支給。 

自動車等を利用して2km以上通勤する職 
員に対して、通勤距離区分により26,500 
円を限度に支給。 

6月期 

12月期 

計 

1.7月分 

1.6月分 

3.3月分 

平成16年度 
支給割合 

期末手当支給割合 
■職員数の状況 

区　分 

17年度 
16年度 
増　減 
 

457人 
461人 
▲4人 

121人 
135人 
▲14人 

59人 
54人 
5人 

637人 
650人 
▲13人 

一般行政 
部　　門 

教育行政 
部　　門 

公営企業等 
会計部門 合　計 

この［概要版］は、給与・定員管理等について公開する情報の一部を抜粋したものです。このほかの情報については、雲南市のホームページに掲載しています。 

雲南市ホームページアドレス　http://www.city.unnan.shimane.jp 
問い合わせ先：雲南市役所総務部総務課人事給与グループ　　0854-40-1021



緑の森のクリスマスパーティー

子どもたちのための
　クリスマスコンサート

【お問い合わせ先】加茂教育分室 　0854－49－8510

子どもたちのための
　クリスマスコンサート
子どもたちのための
　クリスマスコンサート
子どもたちのための
　クリスマスコンサート

第QW回第QW回第QW回

12月9日（金）～11日（日） 
雲南コミュニティーホール 
みとや工芸会 

三刀屋町で和紙、陶芸、木彫りなどの創作活動をしている5人の工芸展。 

　木次地区では中心市街地活性化のため、平成14年度からまちづくり総合支援事業（現在は「まちづくり交付金」）により、
連担地内の道路や公園の整備を行ってきました。 
　三日市本通線については、今年7月から工事に着手し、11月末までの進捗率は60％。岸本旅館前から三日市サブセンター
前までの約180mが既に完成しています。 
　今までの道路は、側溝蓋の段差や路面が高く盛り上がるなど、歩行者にとって歩きにくい道路でしたが、今回の整備により
側溝蓋の段差が解消され、車道と路肩の色彩を変えることによって、車両の走行速度を抑制するなど、歩行者が安心して歩
ける道路になりました。 
　来年のさくら祭りまでには、駅前までの全線と八日市本通線の全線を完成する予定にしていますので、皆様にはご迷惑をお
掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

第21回 

と　き 

ところ 

内　容 

と　き 

ところ 

主　催 

【お問い合わせ先】 
フェスティバル実行委員会（堀江） 　0854－45－2311

【お問い合わせ先】 
まつり実行委員会（藤原） 　090－7129－4109

CODOMO☆子どもフェスティバル
と　き 

ところ 

内　容 

12月3日（土）13：30～ 
一宮転作研修センター 
Mamanグラッセによる親子で 
楽しむクリスマスコンサート 
※3歳以上550円（前売500円） 
 

あおぞら冬まつり あおぞら冬まつり 

三日市本通線が生まれかわりました

と　き 

ところ 

内　容 

12月4日（日）10：00～ 
大東体育文化センター 
バザー、食事・喫茶コーナー、 
無農薬野菜販売など 

みなさんの来場お待ちしています！ 

【お問い合わせ先】 
吉田グリーンシャワーの森 　 0854－74－0210

緑の森のクリスマスパーティー緑の森のクリスマスパーティー
と　き 

ところ 

内　容 

12月17日（土）　 
吉田グリーンシャワーの森 
立食パーティーと、 
ミニコンサートなど 

消防展 
10月30日 

みとや工芸五人展みとや工芸五人展みとや工芸五人展

★
★

★
★

第2回 森と遊ぼう！in林業公社
10月22日 

　三刀屋町乙加宮地区で、島根県公社
造林推進協議会主催による「森と遊ぼう！
in林業公社」が開催されました。 
　あいにくの雨模様にもかかわらず、約
350名の参加者が集まり、大盛況でした。 
　そのイベントの中で開催された「間伐
競技会」では、みごと飯石森林組合のチ
ームが優勝。また、大原森林組合のチー
ムも総合第４位と熟練賞を受賞しました。 

【お問い合わせ先】サンワーク木次 　0854－42－9090

はじめてのエアロビクス
と　き 

ところ 

12月11日（日）13：30～14：30 
サンワーク木次（参加費100円） 

第６
回

　国土交通省出雲河川事務所では、平成16年
度より実施している斐伊川河川敷公園(下熊谷
地内)の河川工事を今年度も引き続き実施します。
今年度の工事は、テニスコートなど河川敷公園内
の施設の撤去、河川敷の基盤整備、低水護岸
設置、坂路部分の改良などを予定しています。 
　工事は平成18年3月末までの予定で、工事期
間中はテニスコート、多目的広場、グラウンドが使
用できなくなります。また、消防操法訓練場の使用、
周辺道路の車輌の通行についても制限される場
合がありますので、皆様のご理解とご協力をお願
いします。 
　なお、河川敷の基盤整備完了後、まちづくり交
付金事業によりテニスコート、多目的広場、グラウ
ンドの再整備を市が実施いたします。 

斐伊川河川敷公園と周辺の河川工事を行います

詳しくは下記までお問い合わせください。 
 
河川工事についてのお問合せは 
国土交通省出雲河川事務所…　0853－21－1850 
平田出張所………………　0853－63－2524 
 
河川敷公園施設についてのお問合せは 
雲南市建設部都市建築課…　0854－40－1064  
 

木次大橋 

 

木次大橋 

 
木次床止 木次床止 

消防操法消防操法 
訓練場訓練場 
消防操法 
訓練場 

テニスコート 

整
備
延
長
　
約

整
備
延
長
　
約
55
5ｍ
 

整
備
延
長
　
約
55
5ｍ
 斐

伊
川

斐
伊
川 

斐
伊
川 

下
熊
谷
河
川 

敷
運
動
公
園 

里熊
大橋

里熊
大橋
（国
道国道
54号
） 

里熊
大橋
（国
道5
4号
） 

掘削済み 
箇所 

工事予定 
箇所 

宝くじの助成金（日本防火協会の幼年消防用活動資器材助
成事業）で整備した和太鼓10張が、掛合保育所へ贈呈され
ました。 

　火災予防・防災意識の向上と消防業
務の理解を目的に、消防展が開かれました。 
　消防展では、掛合保育所幼年消防ク
ラブ員、掛合太鼓ジュニアの和太鼓演奏や三刀屋中学
校吹奏楽部の演奏のほか、はしご車を使用した救出訓練、
交通事故を想定した救助・救急訓練の実演などもありま
した。 
　また、この日は、雲南防火委員会創立20周年記念式
典も開催され、出席者らが地域防災・防火への誓いを新
たにしました。 

12月10日（土）13：15～ 
かもてらす 
チカパンのいっしょにパントtime 
入場料500円 
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子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル　9：30～11：30 
　●19日（月）幡屋公民館、●20日（火）阿用公民館、 
　●21日（水）久野公民館●15日（木）佐世公民館、 
　●16日（金）地域福祉センターおおぎ 

②地域開放 
　●大東保育園：毎週水曜日（28日を除く） 
　●かもめ保育園：毎週金曜日（23日、30日を除く） 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日（23日、30日を除く） 
　 
 
 
③子育て教室・赤ちゃん教室　9：30～11：30 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　1日（木）：子育て教室、13日（火）：赤ちゃん教室 

④子育て相談　10：00～17：00 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　9日（金）　※面接、電話どちらでも受け付けます。 

⑤子育てサロン「木馬」　9：30～15：30 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日 ・ 毎週木曜日 

⑥子育てサロン「うしお」　9：30～11：30 
　●場　所：大東農村改善センター「桂荘」　9日（金） 

⑦幡屋子育てサロン　9：30～11：30 
　●場　所：幡屋公民館　5日（月） 

⑧お母さんの手作り布おもちゃを作る会　9：30～ 
　●場　所：子育て支援センター 
　　（あおぞら保育園内）  12日（月） 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030
①活動紹介　すくすく育児相談（9：30～）をのぞき、いずれも10：00～ 
　● 1日（木）　誕生会　　　●8日（木）　クリスマス会 
　●14日（水）　保育所の食事体験（要予約） 
　　　　　　　平成14年度生まれ対象親子10組　 
　●20日（火）　音楽あそび（ミュージック・ケア） 
　●22日（木）　すくすく育児相談 

②「同級生集いの日」  毎月第1・2・3火曜 
　● 6日（火）　｢うさぎちゃん｣　 
　●13日（火）　｢りすちゃん｣…共にクリスマスグッズ作り 
　●20日（火）　｢ひよこちゃん｣音楽あそび 
　　　　　　　（ミュージック・ケア）に参加 

③出前保育 
　● 7日（水）　西日登公民館　●10日（土）　温泉公民館　 
　●21日（水）　日登公民館　　●28日（水）　健康福祉センター 

給食を希望される方は、前日16時までに予約して下さい。 

給食を希望される方は、当日の午前9時までに来てください。 

※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、 
　給食の試食ができる日は金曜日だけです。 

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

赤ちゃん広場（1歳半まで）「子育てビデオをみよう」 
赤ちゃん相談：赤ちゃんの計測や発育・発達の相談など） 
妊婦さん相談（11：00～）：妊婦さんの健康チェッ
クや相談・指導など 
クリスマス会　参加希望の方は13日（火）までに、お
申し込みください。（参加費100円） 

歌を歌ったり、人形劇鑑賞などお楽しみいっぱい！！0歳の赤ちゃんも参加できます。 

保育所園児のみんなの発表や、親子で遊べるコーナー、会食などお楽しみが盛りだくさん。 

①子育て支援センター開設日　毎週月～金曜日 9：00～12：00 
　祝日はお休みです。 
②活動紹介　いずれも10：00～ 
● 2日(金) 
● 9日(金) 
 
 
●20日(火)

①活動紹介　10：00～11：30 
　●毎週水曜日（28日を除く） 
　　※21日は『クリスマス会』です。参加費：100円（お茶代、材料費として） 

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

 Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　kiss－kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児（有料）や
未就園児のサークル活動（ぷちぴよ　くらぶ）、園児小学生のサ
ークル活動などを行っています。　 
①活動紹介　おもちつきを除き10：00～（　）は参加費 
　● 9日（金）　リース作り（子供50円、大人100円） 
　●16日（金）　絵本の日（子供50円） 
　●22日（木）　おもちつき（子供100円大人200円）要予約 
　　　　　　　 ※14：00～ 
　●26日（月）　お楽しみ会（昼食付）要予約 
　　　　　　　（子供200円大人300円） 
 
0854ー42ー9080 雲南市社会福祉協議会木次支部（力石、陶山） 

①活動紹介　9：30～11：30（参加費　一家族100円） 
　●15日（木）　西日登公民館会場 
　●17日（土）　高齢者コミュニティセンター 会場 

社協子育てサロン 

掛合保育所内　　0854-62-9900
 ①保育所開放日　9：00～11：00 
　●かけや夢の子園　毎週水曜日（28日を除く） 
　●波多分園　　　　毎週木曜日（29日を除く） 
②活動紹介　クリスマス会！ 
　●支援センター　8日（木）10：00～12：00　参加費100円 
 
　●かけや夢の子園　17日（土）9：00～12：00　参加費200円 
 

※12月29日（木）～1月3日（火）までは、休館します。 

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

12月の休館日 毎週金曜日、28日（水）【図書整理日】、29日（木）～31日（土）（年末休館）

行事日程今月のおすすめ

①宮本　輝「にぎやかな天地（上）」
②梨木香歩「沼地のある森を抜けて　
③玄田　有

ゆう

史
じ

「14歳からの仕
し

事
ごと

道
みち

」

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

「おれは二番手でもない、はるかに後方
から行く三番手だ」…大河ドラマの主人
公・山内一豊とその妻千代の実像に迫
る、書き下ろし歴史小説。

童
どう

門
もん

冬
ふゆ

ニ
じ

著

変動する1960年代のカリフォルニアを
背景に、兄弟の絆、家族の崩壊、男女
の愛憎を情感豊かに描き出す。2005年
アメリカ探偵作家クラブ賞最優秀長篇
賞受賞作。

12月の休館日 毎週月曜日、23日（祝）

28日（水）【図書整理日】

29日（木）～31日（土）〔年末休館日〕

★よみかたりのじかん……毎週木曜日（29日を除く）15：30～
★よみきかせ初心者講座…11日（日）13：30～（視聴覚室）
★おはなしレストラン……25日（日）10：30～（視聴覚室）

行
事
日
程

1 2 3

新着の本（抄）

●恩田陸
りく

「ネクロポリス（上）（下）」

●伊坂幸
こう

太郎「魔王」

●唯川恵
けい

「恋せども、愛せども」
●重松清「きみの友だち」
●鈴木輝

き

一
いち

郎
ろう

「信長が宿敵　本願寺顕
けん

如
にょ

」

●柴田よしき「激流」

●桐野夏
なつ

生
お

「アンボス・ムンドス」

●杉本章
あき

子
こ

「お狂
きょう

言
げん

師歌
うた

吉
きち

うきよ暦」

●伊集院静
しずか

「ツキコの月」

●宮本輝
てる

「にぎやかな天地（上）（下）」

●橋田壽賀子ほか「ハルとナツ」

●沢木耕太郎「凍
とう

」

●チャールズ・Ｒ・ジェンキンス「告白」

●辰巳渚
なぎさ

「子どもを伸ばす毎日のルール」

●加藤広
ひろし

「信長の棺
ひつぎ

」

●小林カツ代「マヨネーズってわっはっは」

●キム　ヒョンギョン「四月の雪」

●さくらももこ「ももこタイムス」

●川上弘美「此
こ

処
こ

彼
かし

処
こ

」

●アレックス・シアラー「チェンジ！」

●高橋啓
ひろ

之
ゆき

「落語登場人物辞典」

●桐生
きりゅう

操
みさお

「本当は恐ろしいグリム童話　デラックス」

●ひらたまどか「お父さんは太陽になった」

●五十嵐脩
おさむ

「最新栄養キーワード事典」

●成
せい

美
び

堂
どう

出版編集部

「美しいインテリアの色使い」

●エミリー・ロッダ

「フェアリー・レルム（1）～（3）」

●ダレン　シャン「デモナータ　１幕」

ほか

「三番手の男　山内一豊とその妻」

新着の本（抄）
●山本一力「峠越え」
●東直　己「スタンレーの犬」
●畠中

はたけなか

恵「おまけのこ」
●村上春樹「東京奇譚集」
●藤堂志津子「情夫」
●生田紗代「まぼろし」
●宮本輝

てる

「にぎやかな天地（上）（下）」

●西村京太郎「十津川警部　子守唄殺人事件」
●赤川次郎「幽霊包囲網」
●瀬尾まいこ「優しい音楽」
●佐野洋子「神も仏もありませぬ」
●林真理子「アッコちゃんの時代」
●石田衣良「東京DOLL」
●日

たち

明
もり

恩
めぐみ

「埋
うず

み火」

●ジーン・アウル「エイラ地上の旅人（10）
平原の旅（下）」

●山田真哉「さおだけ屋はなぜ潰れないの
か？」

●清水ちなみ監修「大独身」
●ケンタロウ「ケンタロウのすぐごはん」

ほか

T・ジェファーソン・パーカー著
T

「カリフォルニア・ガール」

★こぐまちゃんくらぶ

とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、

手遊びなど

★おはなしパーティー　12月はお休みです
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◆　健康相談・健康教室 
　（飯石地区）13日まで 

◆　胃がん検診 
　（吉田健康福祉センター／受付8：00～） 
◆　介護予防教室講演 
　「認知症の予防について」 
　（かもてらす／10:00～12：00） 
◆　年金相談 
　（掛合総合センター／10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。 
　【問】松江社会保険事務所　0852-26-2800 
◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 

◆　いきいき運動教室 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 

◆　アジアンシアター 
　「初恋のアルバム～ 
人魚姫のいた島～」（映画） 

　（チェリヴァホール／①14:00～②19:00～） 
◆　木次昔なつかし写真展 
　（チェリヴァホール１Ｆロビー）1/22まで 
◆　緑の森のクリスマスパーティー 
　（吉田グリーンシャワーの森） 
　【問】吉田グリーンシャワーの森 

　0854-74-0210

◆　1歳6か月・3歳児健診 
　［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
　（三刀屋健康福祉センター／ 
受付1歳6か月13：00～、3歳14：00～） 

◆　サンサン教室 
　（入間公民館／9：30～） 
◆　いきいき運動教室 
　（まめなかセンター／13：30～） 
 

◆　乳児健診 
　［対象：大東・加茂］ 
　（大東健康福祉センター／ 

4か月13：00～、10か月13：45～） 
◆　さわやかクラブ 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆　赤ちゃん相談 
　（木次健康福祉センター／9:30～） 

◆　交通事故巡回相談 
　（出雲市役所／9：00～15：00） 
　【問】交通事故相談所　0852-22-5102 
◆　サンサン教室 
　（波多公民館／9：30～） 
◆　海潮温泉神代神楽の夕べ 
　（古代鉄歌謡館／20：00～） 
 

◆　断酒会 
　（大東地域福祉センター（おおぎ）／ 

19：00～21：00） 

 

◆　断酒会 
　（かもてらす／18：30～） 

◆　第8回加茂ソフトバレー大会 
（B&G海洋センター） 
◆　TBG月例大会 
　（ふれあいの丘TBG場／14:00～） 
◆　第11回フェニックスコンサート 
　（ラメール／9:00～） 

◆　断酒会 
　（木次町下熊谷地域福祉サブセンター／ 

19：00～） 
◆　アルコールによる困りごと相談 
　（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 

◆　加茂歳末チャリティーショー 
（ラメール／13:00～） 
◆　あおぞら冬まつり 
　（大東体育文化センター／10:00～） 
　【問】あおぞらまつり実行委員会 

090-7129-4109 
◆　飯石地区剣道大会 
　（アスパル） 
◆　年末福祉チャリティーショー 
（大東古代鉄歌謡館／13:00～） 

他 

掛 

大 

大 

加 

◆　歳末チャリティー余芸大会 
　「であい　ふれあい　ささえあい」 
　（アスパル　13:00～） 
　【問】社会福祉協議会三刀屋支部　0854-45‐3659 
◆　Wonder　JAZZ　Night！ 
　（ラメール／14：00～） 
◆　第18回加茂町バドミントン大会 
　（B&G海洋センター） 
◆　掛合町バレーボール大会 
　（掛合体育館／9:00～） 

三 

加 

加 

掛 

加 

加 

加 

加 

大 

大 

三 

三 大 ◆　年金相談 
　（大東総合センター／10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。 

　【問】松江社会保険事務所　0852-26-2800 
◆　リハビリ交流会 
　（大東健康福祉センター／9：30～） 
◆　妊婦・赤ちゃん相談  
　（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 
 

大 

大 

◆　子どもたちのための 
クリスマスコンサート 

　チカパンのいっしょにパントtime 
　（かもてらす／13：15～） 
◆　雲南市ミニバスケットボール大会 
　（B&G海洋センター／8:30～） 
◆　雲南地区 

小学生バレーボール新人戦  
　（木次体育館ほか） 
 

加 

加 

木 
三 

掛 

三 

木 

吉 

加 

掛 

掛 

◆　離乳食教室 
　（かもてらす／受付13：00～） 
◆　第9回みとや大学 
　（アスパル／10：00～） 
◆　健康相談・健康教室 
　（中野地区）20日まで 
◆　サンサン教室 
　（波多公民館／9：30～） 
◆　こころの健康＆もの忘れ相談 
　（島根県雲南保健所／13：00～ 予約制） 
◆　巡回児童相談 
　（大東健康福祉センター／受付10：００～15：00） 
　要申込：出雲児童相談所　0853-21-0007 
　雲南市児童女性相談室　0854-40-1046

加 

◆　1歳6か月・3歳児健診 
　［対象：大東・加茂］（かもてらす／受
付1歳6か月13：00～、3歳14：00～） 

◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 

 

　雲南市役所仕事納め 　大晦日 

加 

掛 

◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆　献血 
　（雲南市役所／9:30～12:00） 
◆　献血 
　（サンライン／9:30～11:30 
三刀屋高校／13:30～16:00） 

三 

三 

木 

◆　餅つき体験 
　「新年を手作りお餅で迎えましょう」 
　（吉田グリーンシャワーの森） 
　【問】吉田グリーンシャワーの森 

　0854-74-0210 
 

吉 

三 

三 

掛 

木 

大 掛 木 

木 

吉 

木 

木 

◆　断酒会 
　（三刀屋農村環境改善センター／19:00～） 
三 

三 

掛 

掛 

 

◆　離乳食教室 
　（木次健康福祉センター／9：00～） 
 

◆　乳児健診 
　［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
　（木次健康福祉センター／ 

4か月13：00～、10か月14：00～） 
◆　年金相談 
　（三刀屋総合センター／10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。 

　【問】松江社会保険事務所　0852-26-2800 
◆　サンサン教室 
　（入間公民館9：30～） 
◆　健康相談・健康教室 
　（一宮地区）6日まで 

木 木 

三 

掛 

三 

実証実験�参加者募集

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東古代鉄歌謡館 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

●島根県雲南保健所 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－6568 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－74－0219 

0854－75－0312 

0854－42－2800

December
����

大 …大東町 

加 …加茂町 

木 …木次町 

三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 

開 催 場 所  

地域通貨システムを使った新しいまちづくり活動をはじめます！地域通貨システムを使った新しいまちづくり活動をはじめます！

実証実験�参加者募集実証実験�参加者募集

実験期間 平成17年12月1日～ 
平成18年1月31日 

　雲南市では、住民基本台帳カード（住基カード）を使った「雲南市ふるさと通貨」の利用を開始します。本年
度は、総務省の支援を受け、住基カードを作成していただいた市民のみなさんに参加してもらい、期間限定の実
証実験を行います。 
　住基カードの作成とふるさと通貨への参加申込みをしていただいた後、ふるさと通貨の口座が開設されます。
ふるさと通貨（ポイント）は、市内の温泉施設（健康ランド「ゆとりの里」、おろち湯ったり館、深谷温泉「ふかたに
荘」、波多温泉「満壽の湯」、湯村温泉「国民宿舎清嵐荘」）にて使用することができます。また、雲南市の各種イ
ベントに参加することでポイントを貯めることもできます。【問】政策企画部情報政策課　0854－40－1015 
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先
日
、「
生
き
甲
斐
と
夢
が
あ
ふ
れ
る
中
山
間
地
域

へ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、東
京
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
こ
ら
れ
た
江
津

市
桜
江
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
結
ま
ー
る
プ
ラ
ス
」の
か
わ

べ
ま
ゆ
み
さ
ん
が
「
こ
の
地
域
に
は
、 „
す
ば
ら
し
い
“、

„
も
っ
た
い
な
い
“と
感
じ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。私

た
ち
は
、古
く
か
ら
伝
わ
る
地
元
の
知
恵
や
技
術
に
、Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
や
都
会
的
な
感
性（
セ
ン
ス
）を
加
え
、新

し
い
も
の
を
作
り
ま
し
た
。そ
の
活
動
は
、高
齢
者
の
生

き
甲
斐
に
も
つ
な
が
り
、ま
ち
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
。そ
し
て
、「
雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」の

オ
ー
プ
ン
。こ
れ
か
ら
、地
域
特
性
を
活
か
し
た
、雲
南

市
な
ら
で
は
こ
そ
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
す
。 

「明泉寺の大銀杏」 

季
節
ご
よ
み

季
節
ご
よ
み

季
節
ご
よ
み

　市内の山々でも紅葉がすすみ、木 も々赤や黄色に
色付いています。木次町山方にあるふるさと尺の内
公園では、もみじやクヌギなど約４，５００本の紅葉を楽
しむことができます。 

ふるさと尺の内公園 

ゆ
い 

政策企画部　情報政策課 

掛合町 松笠（11月10日撮影） 

発行 
編集 

雲
南
市
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・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！ 

おお い ちょう 


